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３．事業の実施状況 

 
平成27年度福井県計画に規定した事業について、平成30年度計画終了時における事業の

実施状況を記載。 

事業の区分 １．医療機能の分化・連携に関する事業 

事業名 【NO.１】 

 地域包括ケア病院整備事業 

【総事業費】 

5,222,653千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県医師会、木村病院他 

事業の期間 平成 27年 4月～令和 2年 3月 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域に急性期を脱した患者を受け入れる病床が少ない状況

にあるため、急性期病床など地域で過剰な病床機能を回復

期病床へ転換していくことが必要 

アウトカム指標：2025 年までの必要整備量（病床機能報告によ

る現状と地域医療構想における病床の必要量との比較）に対す

る回復期病床整備量の割合 

２０９床／１，６１４床（２，６４６床―１，０３２床） 

 一般・療養病床の削減 

 ▲７０床／▲２，３３２床（９，９２３床－７，５９１床） 

事業の内容（当初計画） 急性期医療を経過した回復期の患者について、リハビリや

在宅医療等を身近な医療機関で受けられるよう、急性期病

院からの患者受入れのための病棟やリハビリに必要な施設

等を整備する。また、救急医療機関に対する設備整備や急変

した在宅療養者の受入れに必要な施設・設備整備を支援す

る。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

回復期を担う病床の整備（H30:80 床） 

アウトプット指標（達成

値） 

回復期を担う病床の整備（H30:80 床） 

事業の有効性・効率性 観察できた 

回復期病床が前年度に比べ 80床増加した。80床／1,614床 

一般・療養病床の削減数 168床／2,332床  

（１）事業の有効性 

    中核的な病院等から回復期の患者を受け入れるた

めの病棟整備や在宅療養患者の急変時の受入れ体制
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の整備が一定程度進んだ。 

（２）事業の効率性 

    病院・診療所の再編等に併せ、効率よく回復期病棟

等の整備を進めることができた。 

その他 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.１６】 

 看護職員資質向上推進事業 

【総事業費】 

15,151千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県看護協会、医療機関 

事業の期間 平成 27年 4月～平成 31年 3月 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

２００床未満の中小病院は、大病院よりも看護師が不足してお

り、勤務時間内に看護協会等の研修に参加することが難しい。 

病院や役職によって求められる研修内容や分野が異なるため、

個別・具体的な対応を行っていく必要がある。 

［研修参加率］ 

中小病院 5%～20%  大病院 85%～100% 

アウトカム指標：看護職員従事者数 H26:11,775 人 →  

H36：次期看護職員需給見通しによる需要数 

事業の内容（当初計画） 新人看護師、看護管理者の養成研修、中小病院の看護師を対

象とした出前講座を実施 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

研修等の受講者数：1,120 人 

アウトプット指標（達成

値） 

研修等の受講者数：4,782 人 

事業の有効性・効率性 観察できなかった。 

代替指標：H30業務従事者届出 

  看護職員数 H28:12,241人 → H30:12,547人 

（１）事業の有効性 

 看護師の人数が少なく現場から離れることが難しい

中小病院の看護師は、集合研修に参加することが困難な

状況である。また、病院によって求めている研修内容が

異なるため、出前講座を実施することにより、中小病院

の看護職員の資質向上を図ることができる。 

（２）事業の効率性 

   看護部長や看護師長など看護師を管理する人を対象

に研修を実施することにより、病院全体の勤務状況の

改善や離職防止につなげることが可能となる。 

その他 
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.1（介護分）】 

介護支援専門員資質向上事業 

【総事業費 

1,642千円 

事業の対象となる医療介護総

合確保区域 

福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県 

（福井県介護支援専門員協会への委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニーズ ・小規模事業所では、ケアマネジメントに関することや困難事例

の対応などの相談相手が事業所内にいないため、介護支援専門

員のＯＪＴが困難。 

・居宅介護支援事業所の主任介護支援専門員は、他事業所の介護

支援専門員の指導・助言まで行えていない。 

アウトカム指標：介護支援専門員の質の向上と主任介護支援専門員

の指導能力の向上  

事業の内容 ・主任介護支援専門員による実地指導・助言 

 小規模居宅介護支援事業所の介護支援専門員に対し、主任介護

支援専門員が当該事業所に出向き、要介護状態の軽減または悪化

の防止に資するケアプランの作成指導や困難事例への対応等の助

言を行う。 

 県介護支援専門員協会に専任の職員を配置し、指導に当たる主任

介護支援専門員と派遣を希望する事業所のマッチングを実施する。 

・指導者説明会の開催 

 指導者となる主任介護支援専門員に対して、指導方法等の説明会

を開催する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・主任介護支援専門員による実地指導・助言   

90事業所／年 

・指導者説明会の開催  2回／年 

アウトプット指標（達成値） ・主任介護支援専門員による実地指導・助言  19事業所 

・指導者説明会の開催  4回 

・集団相談会      4回 

事業の有効性・効率性 観察できた 
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１）事業の有効性 

介護支援専門員が抱える悩みの解決につながり、 介護支援専

門員の質の向上と主任介護支援専門員の指導能力の向上の機会

となった。 

（２）事業の効率性 

主任介護支援専門員および経験の浅い介護支援専門員支援の資

質向上をともに図ることができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.2（介護分）】 

介護職場体験事業 

【総事業費】 

1,880千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県 

（福井県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく生活できる体制の

整備に必要となる介護サービスの担い手の確保を図る。 

アウトカム指標：令和 2年度末までに、介護職員 11,891人

を確保する。 

事業の内容（当初計画） 将来を担う若者（小中高生）や地域住民に対し、訪問説明

会の開催、介護サービス施設等における職場体験を実施す

ることで、介護の仕事の魅力および介護サービスについて

の理解を推進する。  

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・小学生対象の親子介護体験バスツアーの開催 

 県内 7コース（福井 2、坂井、丹南、奥越、敦賀、若狭）

で開催、親子 50組 100名を想定 

・小中学生および地域住民への訪問説明会と職場体験の開

催  

説明会および職場体験：20回実施 

アウトプット指標（達成

値） 

・小学生親子介護体験バスツアー参加者数：51組 113名 

・小中学生等への訪問説明会の開催：29回 

・小中学生等への職場体験 11回 

事業の有効性・効率性 観察できた 

小学生親子介護体験バスツアー、訪問説明会、職場体験 

参加者数合計 1,572人 

（１）事業の有効性 

 将来介護の担い手となる、若い世代に対して介護職の重

要性や魅力を伝える機会を持つことができた。 

（２）事業の効率性 

 夏休み期間中に職場体験の機会を提供することにより、

効率的に募集できた。 

その他  

 


